
 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもので
はありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任に

おいて行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご契

約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA Inc. 
All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 
 

http://www.duma.co.jp 

DuMA ニュースレター                          2017年11月20日 

１１月１２日から１８日にかけての世界の地震活動 

 先週は世界各地で顕著な被害地震が発生しました。まず、１２日にはイラン・イラク国境でマ

グニチュード７．３（米国地質調査所調べ）が発生し、１４日の時点で死者 400 人以上、負傷

者 7000人と報告されています。イランでは 2003年にもバム地震と呼ばれるマグニチュード６．

６の直下型地震が発生し、死者４万人以上を出したとされています。この地震により、世界遺産

のアルゲ・バムはほぼ全壊してしまいました。 

 この地域の問題は、建物の耐震性が極めて低い事にあります。これは多くの民家が日干しレン

ガ（アドビ、adobe と言います。有名なｐｄｆやフォトショップ等のソフトウエアで知られるア

ドビと同じスペルです）で作られていた事が原因です。中近東地域は世界有数の地震発生帯なの

ですが、地震の再来間隔が極めて長く、同一地域では数千年に一度という事もあり、日干しレン

ガ等が長い間使われてきたものと思われます。 

 さらに１７日にはチベットでマグニチュード６．９（中国地震局発表）の地震が発生しました。

こちらの地震はまだ被害全容がわからない状況です。下の図はこれら２個の地震および 1980 年

以降のマグニチュード６以上を記録した地震の分布です。日本周辺はもちろん多くの地震が発生

していますが、中国内陸部、ヒマラヤ山脈周辺（ネパールなど）、中東からトルコ、ギリシャ、

イタリアにかけても多くの地震が発生している事がわかります。 

 

韓国で発生した地震（M5.4）について 

 １５日午後、慶尚北道でマグニチュード 5.4 の地震が発生しました。この地震により、16 日

に予定されていた「大学修学能力試験」（日本の大学入試センター試験に相当）が１週間延期さ

れた事が日本でもニュースとなりました。この地震は韓国で近代的な地震観測が開始されてから、

２番目に大きな地震でした（一番大きかったのは昨年９月に同地域で発生した M5.8 の地震）。 

 昨年の９月の地震も１５日の地震も、いずれも熊本地震と同じメカニズムを持つ地震であり、
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長期的にみると将来発生が確実な南海トラフの巨大地震の準備が進んでいるために韓国南部に

も歪が溜まっている事を証明する地震です。この地震の震源地の近くには多くの原発もあり、こ

の点でも危惧される地震です（下図）。 

 

これらの地震は相互に関係があるのか？ 

 このように短期間で地震のニュースが続きますと、よくメディアから聞かるのが「これらの地

震活動は相互に関係しているのか？」、「日本には影響はあるのか？」という事です。一般の地震

学の常識では、これらは十分に距離が離れており、相互には関係しないというのが公式見解とな

ります。 

 また韓国の地震は二回りほど規模が小さく、この地震は昨年９月に発生した地震に誘発された

地震と考えられます。ただイラン・イラク国境の地震と、チベットの地震は最新の理論（臨界現

象の理論：長距離相関の考え方）では、相互に関連している可能性があります。そしてその原因

は、北上するインドプレートとユーラシアプレートとの動きが関係しています。 

 

東北沖にターゲットを絞った地下天気図® 

 １０月９日のニュースレターに引き続き、東北沖の状況です。１０月の時点で、岩手沖・宮城

沖・福島沖・茨城沖の広い範囲に地震活動静穏化異常が広がっていました。 

 ８月：地震活動静穏化の異常が岩手沖、宮後沖を中心に大きくなるー＞９月：岩手沖、宮城沖

で静穏化が残るが、異常が収束傾向に見えたー＞１０月：東北沖全域に静穏化が再び大きく広が

ったー＞１１月：岩手沖の異常がかなり小さくなり、宮城沖の異常が現在は残っている、という

状況です。 

 先週１１月１３日のニュースレターで、北信越・関東北部について、地震発生の準備が整った

可能性が高い（ニュースレター最後のページの薄い赤丸の地域）とお知らせしましたが、東北沖

も発生準備が整ってきた可能性が高いと判断しています。 
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１１月１７日時点の最新の地下天気図。青い異常の領域がかなり小さくなってきた。 

 

参考：１０月６日時点の地下天気図。異常が東北沖で大きく広がっていた。 


